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オートファジーは細胞内成分を分解・再利用する機構であり、その活性化は老化や疾患

の予防に寄与すると期待されている。近年、食品によるオートファジーの活性化が注目

されており、我々は健康増進と密接に関連する発酵食品に着目し、オートファジーへの

影響について研究を行ってきた。本研究では、フラボノイドの一種であるイソラムネチ

ンが、細胞内の栄養・エネルギー状態を感知する mTOR 複合体を介しオートファジーに与

える影響を検討することを目的とした。mTORC1 は栄養充足時にタンパク質合成を促進

し、栄養飢餓時にはオートファジーを制御する主要因子である。一方、mTORC2 は Akt 経

路を介した細胞生存や代謝制御に関与するが、オートファジーとの関係は十分に解明さ

れていない。当研究室は、タマネギ由来フラボノイドであるイソラムネチンがオートフ

ァジーを活性化することを報告してきた。また、イソラムネチンが mTORC2 を介してリ

ソソーム分解を制御することを見出した。そこで、イソラムネチンのオートファジー活

性経路を探索した。イソラムネチンのオートファジーおよび mTOR 複合体への影響につい

て、メカニズム解析を行なった結果を示し、報告することができた。 
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